
まちぐゎー（商店街）発信の情報誌/Free Paper

ゆっくる新聞は

まちぐゎー（商店街）案内所

「ゆっくる」が発行しています。

無料

Vol.1 7

今回のゆっくる新聞 vol.17 は、まちぐゎーの歴史を育んだ第一牧志公設
市場衣料部と雑貨部を取り上げました。畳半畳ほどの小間で、多くの女性
たちが築いた相対売りの商いは、まちぐゎーの賑わいとふれあいを作り上
げてきました。令和 4 年、70 年の歩みに区切りをつけますが、これで終
わりではなく新しいスタートへの足掛かりでもあります。そしてゆっくる新
聞へのご協力に深く感謝申し上げます。( ゆっくるスタッフ/ 矢野 )

住所／那覇市牧志3-3-4
TEL・FAX／098-943-2110
営業時間／09：00～20：00（1/1のみ休み）

まちぐゎー（商店街）案内所 ゆっくる

まちぐゎー案内所 ゆっくる 検索

［お問い合わせ］E-mail:yukkuru.info@gmail.com

まちぐゎー(商店街)内を安心して買い物や散策のできる環境づくりを目的としています
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野菜を食べに行こう！！プロジェクトやさ
  やさ

野菜を増やしたいけど、100gっ
てどのくらいの量なの？とお悩み
のあなた。写真のような野菜の量
を参考に買い物してみましょう！

これが50gの野菜の目安！
2つ選んで＋100gを達成しよう

あとあと

を
達成するコツ
＋100g＋100g

「なはベジ」とは、自炊に限らず、外食やテイクアウトの利用が多い人も気軽に野菜を
食べてもらえる環境を作ろうと、2021 年 6月からスタートしたプロジェクトです。

なはべジ協力店なはべジ協力店

「なはべジ協力店」に登録しているお店は、
野菜を 100g 以上使ったメニューがある
飲食店、または野菜を 100g 以上販売して
いるスーパーや八百屋などのお店を、「な
はべジ協力店」として登録しています。

なはべジ協力店は、お店の入り口
になはべジステッカーを貼ってい
ます。なはべジ協力店の情報は、
QRコードを読み取ってチェック！

なはべジ協力店は、お店の入り口
になはべジステッカーを貼ってい
ます。なはべジ協力店の情報は、
QRコードを読み取ってチェック！
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文化・芸術を通して、人やまちを元気にし、魅力ある那

覇を形成するための拠点地として、久茂地小学校跡地

に「那覇文化芸術劇場なはーと」が開館しました。「な

はーと」で公演を満喫した後は、まちぐゎー ( 商店街 )

でお食事とお買物へ行きましょう！

〒900-0015 沖縄県那覇市久茂地3丁目26番地27号

無料で楽しめる
ロビーコンサートも開催。

TEL:098-861-7810/FAX :098-861-7870
MAIL:nahart@city.naha.lg.jp

詳細は、なはーとHPをチェック！
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　 城間田芋店
住／那覇市松尾2-7-10 第一
牧志公設市場1F
☎／098-863-0695
営／10:00～15:00　休／日曜
※電話注文をお願いします。

 　田芋の店 渡口
住／那覇市牧志3-3-1 
☎／090-1948-4742
営／9:00～15:00(年末は要
望に応ず)　休／日曜、不定休
※電話注文をお願いします。

　 おみやげの店 はる
住／那覇市松尾2-7-10 第一
牧志公設市場1F
☎／098-861-8991
営／9:00～15:00　休／日曜
※電話注文をお願いします。

 　山城こんぶ
（ゴボウやこんにゃくも販売）
住／那覇市松尾2-7-10　第一牧志
公設市場1F　☎／070-5274-3289
営／10:00～18:00　休／日曜、
第4日曜（12月を除く)※受取の
1週間までに電話注文をお願い
します。

 　かねこ蒲鉾店
住／那覇市松尾2-7-10 第
一牧志公設市場1F
☎／090-8292-8453
営／9:00～19:00
休／第4日曜（12月を除く)

 　ジランバ屋
住／那覇市松尾2-9-17
☎／098-863-3382
営／8:00～18:00
休／日曜

 　次郎屋かまぼこ
住／那覇市樋川2-3-1
のうれんプラザ218-2
☎／098-855-6359
営／4:00～17:00　休／日曜
※電話注文をお願いします。

　 瑞慶覧商店
住／那覇市樋川2-3-1
のうれんプラザ123-16
☎／098-834-0317
営／11:00～18:00
休／月曜※正月の３日前まで
に電話注文をお願いします。

　 てる屋
住／那覇市松尾2-8-43
☎／098-866-6384
営／11:00～18:00
休／水、日曜※受取の２～３
日前までに電話注文をお願い
します。

　   第一牧志公設市場 1F精肉部門
住／那覇市松尾2-7-10
☎／098-863-0695　営／4月
～10月 8:00～22:00、11月～
3月 9:00～21:00　休／第4日
曜、正月、旧正月、旧盆※店舗
によって電話注文の場合あり。

　 知念精肉店
住／那覇市樋川2-3-1
のうれんプラザ117
☎／0 9 8 - 8 3 2 - 8 5 4 0・
098-834-3866
営／5 :00～19 : 00、日曜 
10:00～　休／不定休
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78三枚肉1 揚げ豆腐 天ぷら

4 結び昆布

•お正月の重箱には、結び昆布を使う

•お正月はお祝い事なので、赤いかまぼこが真ん中にくる

•三枚肉は、皮の部分を下にする
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重箱の中身が買える店舗
　 呉屋てんぷら屋
（各種天ぷらも豊富）
住／那覇市松尾2-11-1
☎／098-868-8782
営／9:00～18:00　休／不定休

豊里呉服店

住／那覇市牧志�-�-�� �F
☎／���-���-����
営／�:��～��:��
休／年中無休

1

ちゅら衣

住／那覇市樋川�丁目�番�号
���−��　☎／���-����-����
営／��:��～��:��
休／日曜

2

きくむら

住／那覇市牧志�-�-�� �F
☎／���-����-����
営／��:��～��:��
休／第�水曜、第�日曜

3

内嶺呉服店

住／那覇市牧志�-�-�
☎／���-����-����
営／��:��～��:��
休／日曜

4

新城呉服店

住／那覇市牧志�-�-�
☎／���-���-����
営／��:��～��:��
休／日曜

5

仲松呉服店

住／那覇市牧志�-�-�
☎／���-����-����
営／不定
休／不定休

6

玉城化粧品

住／那覇市牧志�-�-��
☎／���-���-����
営／��:��～��:��
休／日曜

7

さくら・あんり
ボク色の風工房

住／那覇市松尾�-��-��
☎／���-���-����
営／��:��～��:��
休／日曜

8

ABC

住／那覇市牧志�-�-�
☎／���-����-����
営／��:��～��:��
休／第�日曜

9

平和通り似顔絵

住／那覇市牧志�-�-�
☎／���-����-����
営／��:��～��:��
休／不定休

10

移転する
店舗情報

雑貨部

衣料部

welcom!

衣料部

雑貨部

-

1951 - 2022

これまで長い間ありがとうございました。

※ご注文は各店舗へお問い合わせください。ゆっくるでは受け付けておりません。

案内所・バリアフリーの多機能トイレ（オストメイト対応、
ユニバーサルシートあり)・授乳室・一時休憩所

まちぐゎーの情報発信やってます！

〈web〉 〈Facebook〉 〈instagram〉 〈twitter〉
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編集後記



開南交差点近くに闇市が形成される。

那覇市が元公設市場の土地に
闇市場の露天商人を集める。

創業７０年。店の名前は、みつ子と
ゆり子の2人で初めたので「みゆ
り」と名付けた。９年前から三代目
へ。（新城 サエ子・平安座 静子）

1951 - 2022
牧志公設市場衣料部・雑貨部のあゆみ

年末売り出しやカジマヤーなど沖縄の行事の時期に
は連日夜11時過ぎまで営業していたさぁ。

着物の買い付けは京都がほとんどだったが、京都問屋が沖縄
まで来てくれて特設会場を設け、そこで仕入れる事もあったよ。

平和通りの中ほどにある化粧品、婦人服、雑貨などで構成さ
れている市場。化粧品店での１０００円エステサービスが大人
気。全盛期は70小間ほどの売り場が並んでいた。

平和通りの中ほどにある化粧品、婦人服、雑貨などで構成さ
れている市場。化粧品店での１０００円エステサービスが大人
気。全盛期は70小間ほどの売り場が並んでいた。
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S30年代の瓦屋根の市場

©キーストンスタジオ蔵、那覇市歴史博物館提供

©キーストンスタジオ蔵、
那覇市歴史博物館提供

エスカレーター前入口

S34年、波の上参拝記念。

2階にもあった着物市場

那覇まつり

40年前、みんなで琉舞を観に。

衣料部2階売り場に
展示していた打掛

トーカチを迎えても元気に販売、
神村さん（3年前に閉店）

パラソル通りから
見た衣料部

扇子もよく売れました。
落ちない口紅、

人気のひとつでした。

40年前の新年会の記念写真（１、２列売場）

牧志公設市場衣料部（きもの市場）牧志公設市場衣料部（きもの市場）

1947

1948

那覇市場が市営となる。
1950

牧志公設市場衣料部・雑貨部の瓦屋根で出来た市場が完成。
1963

ガーブ川暗渠工事完成。水上店舗完成。
1965

第一牧志公設市場が不審火で消失。
第二牧志公設市場開設。

1969

新しくなった第一牧志公設市場が完成。
1972

ダイナハがオープン
1975

牧志公設市場衣料部・雑貨部改築。
平和通りのアーケードが完成。

1982

第二牧志公設市場が閉場。
2001

ダイナハが閉店。
2005

第一牧志公設市場の建て替えのため、
仮市場へ移転。

2019

２月 施政方針において城間那覇市長が
　　牧志公設市場衣料部・雑貨部を
　　２１年度末で閉場することを表明。

２０２２年２月末日をもって、７０年の歴史に幕を下ろす。

2021

４月 牧志公設市場雑貨部、
　　第一牧志公設市場が開設。(テント張り)
８月 牧志公設市場衣料部が開設。

1951

30年前の雑貨部。

創業60年、母親から継いで二代
目。復帰前は京都の問屋に買い
付けに行ったり、招待で海外旅
行へも。（真志喜春子）

着物の仕立てには、決まった縫い
子さんがいた。別誂えや既製品を
仕立てて、販売した。
（玉城勝子）

琉舞の衣装を扱う商
売を始めて40年。若い
ころは琉球舞踊の踊
り手であったこともあ
り、琉装のモデルとし
てレジスターの広告に
載った。（仲松洋子）

創業50年、母親から継いで二代目。
仲間と一緒に京都に仕入れに行き、
買い付けが終ると温泉名所を楽し
んだ。海外からのお客さんも多く、
日系の人たちにうちなーぐちで話
すと喜ばれた。（比嘉園子）

最初の売り場はとても小さく窮屈
だった為、そこから一番奥の少し
広い売り場に移ったりと何度か移
動を繰り返した。お客は離島の方
が多い。下門さんは長い付き合い
の仕事のパートナー。（内嶺富子・
下門 辰子）

祖母が始めたお店。衣料部組合
長として調整役や市や他の通り
会との意見交換会などの役割を
務めている。（木本宏有基）

衣料部に入って４ 0 年。入った頃、
翁長商店の看板を上げたが同性
の方がいて、よく売り場を間違えら
れたのでフルネームに変更した。
（翁長勝子）

3 代目店主。みたらし団子は特に
人気があった。いなりも酸味がき
いて独特の味わいがある。創業者
が戦後すぐに通りで餅を売り始
めた。並びでおにぎりを売ってい
た人も居た。（大城嘉代子）

昭和30年代前半、瓦屋根の公設市
場衣料部が完成し入居するまで魚
、肉市場で着物の商いをしていた
が匂いが大変だった。売った着物
が魚臭いと返品されたこともある。
それでも遅くまで働いた。売上げを
カンカンに入れていた。このカンカ
ンは命と一緒、今でも大事におい
てある。客は沖縄芝居の役者も多
かった。（豊里ハツ）

仕立ては初代が 1 人で仕上げた。
仕入れに数人で京都へ行ったのは、
懐かしい思い出。京呉服と米寿長
寿祝用衣装専門店。（新城文子（初
代）・圭子（二代目））

協力・写真提供　地域情報誌「み～きゅるきゅる」（発行：NPO法人まちなか研究所わくわく）

平和通り桜坂入口前にある、全国でも数少ない呉服・着物等の小売り専門店舗が集積し
ている公設市場。京呉服、沖縄の織物、浴衣など、季節や行事、冠婚葬祭に合わせた着物
が揃っている。全盛期は100小間以上の売り場が並んでいた。

平和通り桜坂入口前にある、全国でも数少ない呉服・着物等の小売り専門店舗が集積し
ている公設市場。京呉服、沖縄の織物、浴衣など、季節や行事、冠婚葬祭に合わせた着物
が揃っている。全盛期は100小間以上の売り場が並んでいた。

あの時は、あんなだった
よ～

あの時は、あんなだった
よ～

当時はワイシャツを畳んで3枚分が半間（はんげん）で一人分の
スペース。７０軒ほどの小さい店ばかりが並んでいたね。

化粧品関連の店舗が多かった。資生堂、カネボウ、ナリス、メナー
ド、ジュポン、パピリオ、オリリー、アロエ、カバーマークなど。

雑貨部も昔はカバンや靴、花屋、肌着専門店など様々な雑貨を
売る店が多かった。

公設市場は台風などで何回も浸水している。靴屋の店先には必
ずゴム靴を売っていた。当時は必需品だった。

年末売り出しの時期は、連日夜11時過ぎまで営業していた。
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喜
屋
武
商
店

翁
長 

勝
子

お
お
し
ろ
も
ち
屋

着物雑貨店。紅型染めの帯、着尺
の受注販売、小物類も製作販売。
（伊佐幸）

ち
ゅ
ら
衣

新
城
呉
服
店

豊
里
呉
服
店

初代オーナーのもとで美容部員とし
て勤務し、オーナー引退後は店を継
ぐ。（左から）玉城　理香、玉城　ケ
イ子、西田香代子、新里るみ子

玉
城
化
粧
品
店

祖母、母と 3 代目。祖母が商いを
始め母の代で雑貨部に入り、輸入
化粧品やテーブルクロスなどの雑
貨を売っていた。母親の後を継い
でからは、扇子やスカーフ、アロエ
化粧品、エステを専門に。電話注文、
配達も多い。   （長浜恵子）

ア
ロエ
化
粧
品
な
が
は
ま

生の花を活かした小物や額縁を製
作、販売。（安里友子）

中国雑貨、バッグ、アクセサリーを
販売。「古物取扱免許」を保持。
（名嘉麗芬）

時
来
運
転

資生堂化粧品店。エステは県外の
固定客も多かった。
（国吉典子、照屋静江）

資
生
堂
さ
く
ら

ミサンガ及びストラップ製作販売。
来年からネット販売に切り替え。
（アイリーリンクス 安田雅一）

IR
IE LIN

K
S

資生堂化粧品店。店の名前は初
代から。エステ歴 16 年。
（當銘エリサ）

あ
ん
り
化
粧
品

20 歳から 61 年、親の代から雑貨
部で商売。家庭科で作製する学校
教材用のパジャマや半ズボンの生
地などを販売していた。（内間ノリ）

内
間
商
店

母親から二代目の婦人服の店。
映画のナイトショーが終わった後
の客を目当てに夜 9 時頃まで営
業していた店も多かった。（新垣
カツ）

新
垣
商
店

ディスカウント婦人衣料の店。メ
ーカーから直接仕入れ、商品は格
安。（寺本憲司）

名
護
屋

雑貨部に入って 7 年。タイ式リフ
レ施術。市場の方が多く10 代～
90 代と幅広い顧客。中学野球チ
ーム代表及び指導者としても活
動している。（崎向周作）

ボ
ク
色
の
風
工
房

平成 2 年に平和通り一角でバッ
グ等の直しと染色を始め、平成
24 年に雑貨部に入る。地元の固
定客が多い。バッグにお金を入れ
たまま持ち込む人もいた。また支
払い済みで出来上がっているの
に 3 年も受取りに来ない客もい
る。（宮良哲夫）

宮
良

似顔絵の店。客層は若いカップル
が多い。（佐舗宣行）

平
和
通
り
似
顔
絵

婦人衣料の店。雑貨部の良さは
色々な異業種の店があるので、あ
ちこちの売り場を歩いてくれるし
売上につながった。また、新年会
や食事会などの交流も楽しい思
い出。（与那覇澄子）

フ
ァッ
ションA

B
C

衣料部の中ほどに履物売り場コーナーを設け、そこの売上げ
で衣料部組合の必要経費の支払いに充てたりしたさぁ。

平
和
通
り

市
場
本
通
り

む
つ
み
橋
通
り

平和通り

市
場
本
通
り

衣料部

雑貨部

国際通り

八軒通り

桜
坂

着物の買い付けは京都がほとんどだったが、京都問屋が沖縄
まで来てくれて特設会場を設け、そこで仕入れる事もあったよ。

• 毎年２回（旧暦2月と８月）の屋敷拝み、市場の周りや壺屋、牧志、希
望ヶ丘公園の拝所を巡り、市場の安全と繁盛を祈願した。
• 毎年1回、運動会、ピクニックも行っていた。
• 那覇まつりへの参加で、お揃いの衣装を仕立て、みんなでそれを着
けて演舞を披露した。
• 新年会は雑貨部と合同で開催、歌をうたったり賑やかで楽しかった。

行事ごとでの思い出

牧志公設市場雑貨部牧志公設市場雑貨部押
し
花
絵
工
房


